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ザンスカールとラダック
－ 現代と20数年前･１世紀前／現代に残るチベット文化圏

（JICA国際協力総合研修所国際会議場）

第５回 雲南懇話会
（2007.４.21／東京）

チベット高原西端のザンスカールとラダック

現代と20数年前･１世紀前／現代に残るチベット文化圏の写真紹介

【 本日のお話：内 容 】

ラダックとザンスカール ：

・ インドの北方で、チベット高原の西端。標高3000ｍ以上の高地で、乾燥地帯。

・ 中国によるチベット支配と文化大革命の破壊を免れた、現代に残るチベット文化圏。

・ インド・パキスタン分離独立時のカシミール帰属問題が現在も強い影響。

お話しは 、
① 探検時代（１世紀ほど前）の状況と地図、現在の状況

② ラダック：その各地域別に、100年前と20年前・今日の比較

③ ザンスカールへの道

④ ザンスカール：その各地域別に、ゴンパを中心に、20年前と今日の比較

【発表者の立場】

【発表者の立場】

・ 発表者（長岡）は、チベット仏教（特にその図像など）の

研究に係わる者ではなく、

・ 趣味の写真と地図、山歩きなどで資料の蓄積によって、

・ ここ１世紀でのこの地域の変貌を述べるもの。

・ 従って、この地域の詳しい歴史や、チベット仏教とその

図像詳しい説明は出来ません。

【 地図：Collins 】

ラダックとザンスカール／その位置 位置など

【 Wikipedia より 】

・インドの北方で、チベット高原の西端

標高3000ｍ以上の高地で、乾燥地帯。

・中国によるチベット支配と文化大革命の

破壊を免れ、現代に残るチベット文化圏。

・インド・パキスタン分離独立時の、

カシミール帰属問題が現在も強い影響。
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【 地図：アルパインツアーサービス（株）提供

その位置：カラコルムの南･･･

【 地図：Collins 】

「カシミール
問題」の地

【 Wikipedia より 】 【 地図：Olizane,1987 】

ラダックとザンスカール／地形と、現在の道路事情

カルギル

ペンシ･ラ

ヌン･クン

パダム

レー

ラマユル

ラダックとザンスカール／わかりやすい概念図

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

かつて、ラダック（レー）は交易ルートの中継地であり、
多くの探検隊も通過していった

ラダックへの関門、
峻険な雪のゾジ･ラへ向けて
（The Earl of Dunmore、1893 ）

ラダックを過ぎ、カラコルム峠も越えて、ついに
中国新彊省のヤルカンド城へ到着

（Robert Shaw、1871）
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交易と、探検の時代のコース／ de Filippi, 1913-14

【 de Filippi, 1913-14 より 】

･ラワルピンジ
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同／拡大図：スリナガル～カラコルム峠

スリナガル
レー

カラコルム峠

Ｋ２

デプサン高原

同 ／デプサン高原からカラコルム峠へ

･カラコルム峠

デプサン高原

南･中央リモ氷河

かつての交易ルート／大英帝国のインド植民地時代

Royal Goegraphycal survey,1939 ：
75万分１｢The Karakoram｣より

･Ｋ２

･スリナガル

･スカルド

シアチェン氷河

･レー

･ナンガパルバット

･カルギル

カラコルム峠

サセル･ラ

バルトロ氷河

同、拡大／レーから北上してサセル･ラへ。カルギルとその北方

･カプルー

･カルギル

･レー

サセル･ラ

ラマユル （下ラダック）

（ダｰ･ハヌｰ）

（ヌブラ）

（レー主邑）

インド測量局地図によるレー周辺（その日本陸地測量部版25万分１「印度外邦図」より）

レー

（ヌブラ）

カルドン･ラ

（ザンスカｰル河）

（インダス河）

（シャイヨｰク河）
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同、拡大／レーとその西方

レー

カルドン･ラ

インダス河

ザンスカール河

バスゴー

ラダックとザンスカール： 以下で、写真によるご紹介を

100年前のラダックと現代／探検隊や旅行家の通過経路であったため

１世紀前ころの資料がある。

ザンスカールは近年まで、西欧の探検家から見て全くの隘路であった

ために、古い資料はない。

【 パミールを原流とするオクサス河のKila Panja にて、東方を望む： T.E.Goldon､1876 】

利用した 探検時代の文献

F.Moorcraft “ Travels in the Himalayan Province of Hindustan and Panjab in Ladak and Kashimie ” （2 vols,London,1841）

G.T.Vigne “ Travels in Kashimir Ladakh Iskardo ” （2vols,London,1842）

T.Thomson “ Western Himalaya and Tibet ” （London,1852）

F.Younghusband “ The Heart of a Continent ” （London,18  ）

R.Shaw “ Visit so High Tartary, Yarkand and Kashghar ” (London,1871)

W.Moorcraft “ Travels in Central Asia by Meer Izzut-Oollah in the year 1812-13 ” (Calcutta,1872)

G.Henderson and A.O.Hume “ Lahore to Yarkand ” （London,1873）

F.Drew “ Jammu and Kashimir Territories ” （London,1875）

T.E.Goldon “ The Roof of the World ” （London,1876）

The Earl of Dunmore “ The Pamir ” （Londo,1893）

M.Conway “ Climbming and Exploration in the Karakoram Himalaya ” （Londo,1894）

S. Hedin “ Histry of Exploration in the Kara-Korum Mountains ” （Leipzig,1922）

F.de Filippi “ Karakoram and Western Himalaya 1909 ” （London,1912）

F.de Filippi “ Himalaya, Karakoram and Eastern Turkestan (1913-1914) ” （London,1932）

さて、100年前のラダックと20年前・今日の比較

地方別に

① レーの街と周辺

② 上ラダック

③ 下ラダック

④ インダス下流のダー
その先は停戦ライン

⑤ 世界遺産アルチゴンパ

①

②

③

④

⑤

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

まず 、

• 旧･王宮
• サンカル･ゴンパ
• ナムギャル･ツェモ

① レーの街と周辺／市街とレー王宮。サンカル、スピトク のゴンパなど

まず、市街とレー王宮へ －１

【 長岡､1987 】

【 de Filippi､1913-14 】

①－２／市街とレー王宮

【 長岡､1987 】

【 長岡､2006 】

【 de Filippi､1913-14 】
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１世紀前、レー の賑わい 【 de Filippi､1913-14 】
①－３／市街とレー王宮

【 長岡､1987 】

【 長岡､2006 】

①－４／レー王宮近くの、サンカル･ゴンパ

【 長岡､1987 】【 長岡､2006 】

①－５／レー王宮 と ナムギャル･ツェモの荒廃

【 de Filippi､1913-14 】

①－６／レー王宮の荒廃

16～17世紀の、ラダック王国が最も栄えた頃に、
センゲ・ナムギェル王が建てた。 ９層からなる。
ラサのポタラ宮のモデルになった。 内部はほとんど廃墟。

【 長岡､1987 】

100年前のラダックと20年前・今日の比較

地方別に

① レーの街と周辺

② 上ラダック

③ 下ラダック

④ インダス下流のダー
その先は停戦ライン

⑤ 世界遺産アルチゴンパ

①

②

③

④

⑤

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

へミス･ゴンパ
チクセ･ゴンパ
シェイ･ゴンパ
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② 上ラダック へミス、チクセ、シェイ のゴンパ －１

ラダック最大のへミス･ゴンパ

【 長岡､1987 】

【 de Filippi､1913-14 】

②－２／へミス･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－３／へミス･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－４／へミス･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－５／チクセ･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－６／チクセ･ゴンパ

【 長岡､1987 】

【 de Filippi､1913-14 】
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②－７／チクセ･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－８／チクセ･ゴンパ

【 長岡､1987 】

②－９／シェイ･ゴンパ

【 長岡､1987 】

【 de Filippi､1913-14 】

②－６／シェイ･ゴンパ

【 長岡､1987 】
【 de Filippi､1913-14 】

100年前のラダックと20年前・今日の比較

地方別に

① レーの街と周辺

② 上ラダック

③ 下ラダック

④ インダス下流のダー
その先は停戦ライン

⑤ 世界遺産アルチゴンパ

①

②

③

④

⑤

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

ラマユル･ゴンパ
バスゴー･ゴンパ

③ 下ラダック／ラマユル、バスゴー のゴンパ －１ ラマユルへの道

【 長岡､1987 】
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③ －２／ラマユル･ゴンパ

【 de Filippi､1913-14 】

【 長岡､2006 】

③ －３／ラマユル･ゴンパ

【 長岡､1987 】

【 de Filippi､1913-14 】

【 長岡､2006 】

③ －４／ラマユル･ゴンパ ③ －５／ラマユル･ゴンパ

③ －６／バスゴー･ゴンパ ③ －７／バスゴー･ゴンパ
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100年前のラダックと20年前・今日の比較

地方別に

① レーの街と周辺

② 上ラダック

③ 下ラダック

④ インダス下流の ダー
その先は停戦ライン

⑤ 世界遺産アルチゴンパ

①

②

③

④

⑤

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

スクルブチャン･ゴンパ
ダーの村とゴンパ

④ インダス下流のダｰ･ハヌｰ －１

（「花の民」(ドクパ)の村々）

その先は停戦ライン。スクルブチャンへ

④ －２／インダス下流へ 先史時代の岩絵 ④－３／スクルブチャンの村

④－４／スクルブチャン･ゴンパ
④－５／スクルブチャン･ゴンパ
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④－６／インダス下流のダー
（停戦ライン直前の村）

【 de Filippi､1913-14 】

④－７／ダー･ゴンパ

④－８／ダー の人々 ④－９／インダス下流のダー

さて、戻って、
アルチ･ゴンパ へ

100年前のラダックと20年前・今日の比較

地方別に

① レーの街と周辺

② 上ラダック

③ 下ラダック

④ インダス下流のダー
その先は停戦ライン

⑤ 世界遺産アルチゴンパ

①

②

③

④

⑤

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

アルチ･ゴンパ
リキル･ゴンパ

⑤ 世界遺産アルチゴンパ －１

【 de Filippi､1913-14 】
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⑤－２／アルチゴンパ

【 アルチ寺販売の絵葉書より 】

⑤－３／アルチゴンパ

【 de Filippi､1913-14 】

【 長岡､1987 】

【 長岡､2006 】

⑤ 以下、アルチ･ゴンパの壁画を

【 長岡､1987 】 【 長岡､1987 】

【 長岡､1987 】 【 長岡､1987 】
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【 アルチ寺販売の絵葉書より 】 【 アルチ寺販売の絵葉書より 】

【 長岡､2006 】 【 長岡､2006 】

【 長岡､2006 】
【 長岡､1987 】

【 長岡､2006 】
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⑥ アルチ村対岸の

リキル･ゴンパ

【 アルチ寺販売の絵葉書より 】

【 de Filippi､1913-14 】

ここまで前半

ザンスカールとラダック
－ 現代と20数年前･１世紀前／現代に残るチベット文化圏

ここから後半

ザンスカールとラダック
－ 現代と20数年前･１世紀前／現代に残るチベット文化圏

第５回 雲南懇話会／ 2007.４.21、東京
於、JICA国際協力総合研修所国際会議場

ようやく、 ザンスカールへ

【 山名(西遊)､2005 】

①

②

③

④

① スルー川沿い、
ペンシ･ラ越え

② ラダック（ラマユル）

から山越え

③ 「氷の回廊」、
下流での車道建設

④ マナリ～レー間の
軍用道路から山越え

ようやく、ザンスカールへの道

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

ザンスカールへの道 ① スルｰ川沿い、ペンシ･ラ越え －１／ヌン・クン

【 長岡､2006 】
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ザンスカールへの道 ① －２ パルカチック

【 長岡､2006 】

① －３ ジュルドから見た クン

【 長岡､1988 】

① －４ 朝の クン

【 長岡､1988 】

① －５ ランドゥム･ゴンパ 遠望

【 長岡､1988 】

① －６ ランドゥム･ゴンパ

【 長岡､1988 】

① －７ ランドゥム･ゴンパ にて
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① －８ ランドゥム･ゴンパ にて

【 長岡､2006 】【 長岡､1988 】

① －８ ドゥランドラン氷河／ペンシ･ラ にて

【 長岡､2006 】

① －８ ペンシ･ラ

【 長岡､2006 】

①

②

③

④

① スルー川沿い、
ペンシ･ラ越え

② ラダック（ラマユル）

から山越え

③ 「氷の回廊」、
下流での車道建設

④ マナリ～レー間の
軍用道路から山越え

ザンスカールへの道

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

② －２ シルシル･ラ4805mを越えて、フォトクサール村へ

【 香取(西遊)､2006 】

② ラダック（ラマユル）から山越え －１ センゲ･ラ5000m への道

【 香取(西遊)､2006 】
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② －３ プルフィ･ラ

【 香取(西遊)､2006 】【 香取(西遊)､2006 】

② －４ プルフィ･ラ

【 香取(西遊)､2006 】【 香取(西遊)､2006 】

②－５ リンシェの村へ

【 香取(西遊)､2006 】

② －４ リンシェ･ゴンパ

【 香取(西遊)､2006 】

①

②

③

④

① スルー川沿い、
ペンシ･ラ越え

② ラダック（ラマユル）

から山越え

③ 「氷の回廊」、
下流での車道建設

④ マナリ～レー間の
軍用道路から山越え

ザンスカールへの道

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

ザンスカールへの道 ③ 「氷の回廊」、下流での車道建設 －１

【 長岡､2006 】
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③ 「氷の回廊」／地図で見ると

チリン

ザンラ

ザンスカール河（氷の回廊）

リンシェ

センゲ･ラ

ザンスカールへの道 ③ －２ チリンへ

【 村田､2006 】
【 望月､2006 】

③－３ チリンの村とゴンパ

【 村田､2006 】 【 望月､2006 】

③ －４ チリン にて

【 望月､2006 】

①

②

③

④

① スルー川沿い、
ペンシ･ラ越え

② ラダック（ラマユル）

から山越え

③ 「氷の回廊」、
下流での車道建設

④ マナリ～レー間の
軍用道路から山越え

ザンスカールへの道

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

④マナリ･レｰ 間の軍用道路へ／バルダン･ゴンパ から シンゴｰ･ラ5096mを経て ダルシャ・マナリ へ

【 長岡､2006 】
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ザンスカール 紹介：～２０年前と今日～ 「１世紀前」は、写真資料がない

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

まず、中心部とカルシャ･ゴンパから

ザンスカールの中心部

パダム

ザンラ

トンデ

カルシャ

ゾンクル

サニ

パダム主邑と カルシャ･ゴンパ

【 長岡､1988 】 【 長岡､2006 】

パダム

【 長岡､2006 】

パダム パダム
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カルシャ･ゴンパ

ザンスカール最大のゴンパで、
建設は11世紀とされる。
ゲルク派に属し、200人近くの僧。

カルシャ･ゴンパ

【 仏塔の天井にも曼陀羅が 】

カルシャ･ゴンパ

カルシャ･ゴンパ

カルシャ･ゴンパ

【 長岡､1988 】
【 長岡､2006 】

カルシャ･ゴンパ

【 長岡､1988 】 【 長岡､2006 】



20

カルシャ･ゴンパ

【 長岡､1988 】 【 長岡､2006 】

カルシャ･ゴンパ

【 長岡､1988 】 【 長岡､2006】

カルシャ･ゴンパ カルシャ･ゴンパ

カルシャ･ゴンパ

仏塔の天井には曼陀羅、側壁には
人骨粉を混ぜた小仏像を格納

ザンスカール：ザンラと トンデ･ゴンパ

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

ザンラと トンデ･ゴンパ
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ザンラと トンデ･ゴンパ

最も標高が低く、緑豊かな村。
健在な 旧･ザンラ王家（２分家）のお一人。

ザンラ

トンデ

【 長岡､1988 】

トンデ

トンデ

【 長岡､1988 】
【 長岡､2006 】

【 長岡､1988 】

トンデ

【 長岡､2006 】
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トンデ･ゴンパ

【 長岡､1988 】【 長岡､2006 】

トンデ･ゴンパ

【 長岡､1988 】

【 長岡､2006 】

トンデ･ゴンパ

【 長岡､1988 】
【 長岡､2006 】

ザンスカール：サニ･ゴンパと ゾンクル･ゴンパ

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

サニ･ゴンパ と
ゾンクル･ゴンパ

サニ･ゴンパと ゾンクル･ゴンパ サニ･ゴンパ
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サニ･ゴンパ

【 長岡､1988 】

サニ･ゴンパ

【 長岡､2006 】

サニ･ゴンパ

【 長岡､1988 】

サニ･ゴンパ

【 長岡､1988 】【 長岡､2006 】

ゾンクル･ゴンパ への道

【 長岡､1988 】

ゾンクル･ゴンパ
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ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】

ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】

ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】【 長岡､2006 】

ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】

ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】

ゾンクル･ゴンパ

【 長岡､1988 】
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ゾンクル･ゴンパ

その上部の瞑想の岩窟：ゾン･ゴンパ

【岩窟で24日間瞑想の英国女性：白幕奥の小窟には曼陀羅が】

ザンスカール：バルダン･ゴンパ

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

バルダン･ゴンパ

バルダン･ゴンパ

【 長岡､1988 】

バルダン･ゴンパ

バルダン･ゴンパ

バルダン･ゴンパ

【 長岡､2006 】
【 長岡､1988 】
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バルダン･ゴンパ

【 長岡､1988 】 【 長岡､2006 】

バルダン･ゴンパ

【 長岡､1988 】

【 地図：西遊旅行（株）提供 】

滅びの美／サスポール村の

←
サスポール

滅びの美／サスポール村のニダプク(石窟)･ゴンパ

滅びの美／サスポール村の 滅びの美／サスポール村の
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滅びの美／サスポール村のニダプク(石窟)･ゴンパ

この20年、何が変わったのか ？
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この20年で何が変わったのか？ － 少なくとも、かつての溌剌としていた人々の顔と､子供たちも減りました。

最後に：ラダック･ザンスカールを離れて､スリナガルからインド大平原へ

最後の大磨崖仏：ムルベック

【 長岡､1988 】

最後の難関：ゾジ･ラ へ

【 長岡､1988 】

緑のスリナガルへ到着（シュリーナガール）

～ジャンム･カシミール州の夏の都 ～
その 旧市街にて

【 長岡､1988 】

スリナガル、ダル湖

【 長岡､1988 】

シャリマール（ムガール）庭園

【 長岡､1988 】
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壮大な木造モスク･ジャマーマスジット

シャー･ジャハーン
「この世に楽園があるならば、
それは カシミール､カシミール､カシミール」

カシミールの貴婦人：G.T.Vigne、1842

今回のご紹介に際して、次の各位･機関から、

ご教示と、写真･地図･資料の利用等の便宜を
頂きました。

（五十音順：敬称略）

金子民雄
中村健次郎
村田兆子
望月裕美子
故･望月達夫
山名 訓 （西遊旅行）

香取正樹（西遊旅行）

アルパイン ツアー サービス(株)

西遊旅行(株)
(社)日本山岳会

（カルシャゴンパ：長岡､1988）


